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は

じ
め

に

　
近
年
の

妙
好
人

伝
の

研
究
の

隆
盛

は

目
覚
ま
し
い

も
の

が

あ

る
。

江

戸
時
代
の

仰
誓
編

『

妙
好
人
伝
』

の

刊
行
以

来
浄
土
真
宗
の

信
者
の

伝

記
、

即

ち

妙
好
人

伝
が

よ

く
読
ま

れ
、

称
揚
さ
れ

、

或
い

は

妙
好
人
伝

に

登
場
す
る

人
々

の

事
跡
を

訪
ね

る
こ

と

も
盛
ん

に

行
わ

れ

て

い

る
。

次
々

に

新
し
い

妙
好
人
が

紹
介
さ

れ
、

欧
米
に

も
拡
が
っ

て

い

る
。

　
そ

も
そ

も
「

妙
好
人
」

と

は

ど

の

よ

う
な
人
物
を
指
し

て

い

う
の

で

あ

ろ

う
か

。

定

義
も
様
々

で

あ
り

、

あ
る

時
は

、

体
制
順
応

型

の

人
と

評
さ

れ

て
い

る

し
、

奇
行
と

も
思
え

る

行
動
が

真
摯
な

人

間
ら

し

さ

の

表
わ

れ

で

あ

る

と

捉
え
ら
れ
る

時
も
あ
る

。

自
ら

の

信
仰
を

吐

露

し

た

言
語
表
現
の

面

か

ら

評
価
を
受
け
る

場
合
も
少
な
く
な
い

。

　
し

か

し

な

が

ら
、

仰
誓
の

『

妙
好
人
伝
』

に

立

ち
返

り、

そ

の
一

話

一

話
を

仔
細

に

読
む

時
、

こ

れ
ら

の

評
価
に

相
当
し
な
い

者
も

妙
好
人

と

見
做
さ

れ

て

い

る

事
に

気
づ

か

さ

れ

る
。

そ
こ

に

描
か

れ

て

い

る

の

は
、

正

信
念

仏
者
で

は

あ
る

が
、

概
ね
平
凡
な
生

活
を

送
っ

た

人

で

あ

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

り
、

並
は

ず
れ
た

宗
教
的
資

質
を
持
っ

た

人
で

も
な
く

、

自
分
の

信

心

を

殊
更
に

他
人

に

披

瀝
す
る

訳
で

も
な
い

。

決

し

て

多
弁
で

は

な

く
、

謂
わ

ば

寡
黙
な
る

念
仏
者
で

あ
る

。

そ
の

よ

う
な

人
々

を

仰
誓
は

何
故

妙
好
人
と
し
て

取
り
上

げ
た

の

か
。

本
稿
で

は

仰
誓
の

「

妙
好
人
」

の

定
義
を

改
め

て

論
じ

て

み

た
い

。

一

　

仰
誓
の

妙
好
人

観

　

仰

誓
撰

『

妙
好
人

伝
』

［

二

巻
本
］

に

於
け
る

仰

誓
の

妙

好
人

観
に

つ

い

て

は

す
で

に

論
じ

た
。

仰
誓
の

妙
好
人

観
に
つ

い

て

は

次
の

よ

う

に

要
約
出
来
よ

う
。

　

先
ず
第
一

に

正

信
念
仏

者
で

あ
る

。

そ

し

て

行
・

住
・

座
・

臥
何
れ

に

あ
っ

て

も
念
仏
を
歓
び

、

し

か

も

時
処
所
縁
を
問
題
と

し

な
い

人
物

で

あ
る

。

ま
た

生
活

環
境
が
い

か

な

る

状
況

で

あ
れ

聴
聞
を

怠
る

こ

と

が

な
い

。

さ

ら

に

は
い

か

な

る

人

物
で

あ
れ

、

即

ち
貴
賤
緇

素
を
簡
ば

ず
、

男
女
老
少
を
謂
わ

ず
、

造
罪
の

多
生
を
問

わ

ず
、

修
行
の

久
近
を

論
ぜ

ず
、

妙
好
人

と

な

り

得
る
、

と

い

う
の

が

仰

誓
の

妙

好
人

観
で

七
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寡
黙

な
る

妙
好
人
（
龍
　
口）

　

　
T）

あ
っ

た
。

二

　
近

年
し

ば

し
ば

取
り
上

げ
ら
れ

論
究
さ
れ

る

妙

好
人

　

こ

こ

で

は

二

〇
一

三

年
三

月
に

刊

行
さ

れ

た
、

林
智

康
・

井
上

善

幸
・

北
岑
大
至

編

『

東
ア

ジ

ア

思
想
に

お

け
る

死
生

観
と

超
越
』

（

方

丈
堂
出

版
）

に

見
ら

れ

る

妙
好
人
に
つ

い

て

検
討
す
る

。

本

書
の

第
四

部
は

「

妙
好
人
に

お

け
る

死
生

観
と

超

越
」

で

あ

り
、

公
開

講
座
に

お

け
る
二

名
の

発
表

、

ワ

ー

ク

シ
ョ

ッ

プ

「

妙
好
人
伝
の

世
界
」

に
つ

い

て

二

名
、

同
じ

く
ワ

ー

ク

シ
ョ

ッ

プ

「

世

界
に

広
が
る

妙
好
人
」

に
つ

い

て

二

名
、

そ

し

て

二

名
の

論
考

、

計
八

名
の

成
果
が

掲
載
さ
れ
て
い

る
。

　
こ

の

書
の

中
で

「

妙
好
人
」

と

し
て

取
り
上

げ
ら
れ

て

い

る

人
物
を

列

挙
す
る

と
、

神
英
雄
稿
「

石

見
の

妙
好
人
」

に

於
い

て

は
、

、 、 、 、 、 、 N

近
重
善
太
郎
（

一

七
八
二

ー
一

八

五

六）

磯
七

（
一

七

六

〇
p・

　
一

八

五
一

？
V

小
川

仲
造
〔

一

八

四
二

　
一

九
一

二
）

浅
原
才
市
（

一

八

五

〇

1
一

九
三
二
）

川
上

清
吉

2
八

九
六

−
一

九

五
九
）

井
上

巧
（

一

八

八

九

i
一

九

六

六）

秀
浦
健
一

　
（

一

九
二

〇

1
｝

九

六
九
）

菊
藤
明
道
稿
「

妙
好
人
の

死
生

観
と

願
い

ー
そ
の

言
行
か

ら

苦
悩
を

八

超
え
る

道
を

学
ぶ

　
　
」

に

於
い

て
は

、

一
、

大
和
の

清
九

郎
（
一

六

七
八

ー
一

七
五

〇
）

一
、

石

見
の

浅
原

才
市
（

一

入

五

Qi

一

九
三

二
）

→
、

有
福
の

善
太

郎
（

一

七

八
ニ

ー
一

八
五

六
）

一
、

讃
岐
の

庄
松
（

一

七

九
九

ー
一

八

七

こ

一
、

因
幡
の

源
左
（

一

八

四
ニ

ー
一

九
三

〇
）

佐
々

木
惠
精
稿
「

世
界
に

広
が

る

妙
好
人

ー
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

念
仏

者

た

ち

　
　
」

に

於
い

て

は
、

一
、

ハ

リ
ー
・

ピ

ー

パ

ー

（
一

九
〇

七

−
一

九
七

八
）

一
、

ジ

ャ

ン

・

エ

ラ
ク

ル

（
一

九
三

〇

1
二

〇
〇

五
）

一
、

ア

ド

リ
ア

ン

・

ペ

ル

（

一

九
二

七

ー
二

〇
〇

九
）

川
添
泰
信
稿
「

浄
土

仏
教

に

お

け
る

出

離
生

死
の

問
題
」

に

於
い

て

は
、

一
、

浅
原
才
市
（
】

八

五
〇

1
一

九
三
二
）

北
岑
大
至

稿
「

讃
岐
の

妙
好
人

庄

松
の

言

行
に

み
る

死

生

観
と

超
越

　

　

。

い

の

ち
”

の

地

平
の

物
語

　
　
」

に

於
い

て

は
、

一
、

庄

松
（
一

七

九
九

−
一

八
七

こ

　

以

上
五

名
の

論
攷
の

中
で

取
り
上

げ
ら
れ

て
い

る

妙
好
人
達
は

決
し

て
一

様
で

は

な

く
、

そ

れ

ぞ

れ

個
性
的
で

あ
る

。

し

か

し

佐
々

木
惠
精

氏
が

言

及
さ

れ

て

い

る
三

人
の

妙
好
人
を

除
き

、

彼
等
に

共
通
し

て

言

え
る

こ

と

は

多
く
の

人
々

に

接
し

、

領
解
し

た

念

仏
の

教
え
の
一

端
を

し

ば
し
ば

発
言
し

て

い

る

点
で

あ
る

。

こ

の

種
の

妙
好
人

が

共
通
し
て

注
目
さ
れ
て

い

る
こ

と

は
、

柳
宗
悦
稿
「

妙
好
人
の

存
在
」

中
の

次
の

一 560 一
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叙
述
を

想
起
せ

し

め

る
。

昔
の

妙
好
人
の

物
語
は

、

幾
つ

か
の

『

往
生

伝
』

に

記
録
さ

れ
て

い

る

が、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

ま
び
ら
か

極
め

て

断
片
的
で
、

そ
の

信
仰
の

生

涯
を

審
に

す
る
こ

と

が

出

来
ぬ

。

『

妙

好
人

伝
』

と

題
し
て

上

下

四

編
の

書
物
が

編
ま
れ

た
の

は
、

江
戸
時

代
も
末

で
、

天
保
安
政

の

頃

で

あ
る

か

ら

そ
う
古
く

は

な
い

。

明
治
三

十
二

年
に

な
っ

て

更
に

『

新
妙
好
入
伝
』

二

巻
が

追

加
さ

れ

た
。

こ

れ
ら

の

も
の

は
、

妙
好
人
を

紹
介
し

た

ま
と

ま
っ

た

書
物
で

あ

り
、

貴
重

な
記
録
で

は

あ
る

　
　
　
　

か

な

が
、

惜
し
い

哉、

各
々

の

記
述
は

あ
ま
り
に

も
短
く

、

か
つ

通
俗
を

旨
と

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

た

説
教
風
な
収
録
で

あ
る

た
め
、

信
仰
の

生
涯
の

生
い

立

ち
の

跡
な

ど

は
よ

　
　
　
　
　　

く
分
か

ら
ぬ

。

　
『

東
ア

ジ

ア

思
想
に

お

け
る

死

生

観
と

超
越
』

に

お
い

て

取
り
上

げ

ら

れ
た

妙
好
人

達
の

大
半
は

柳
宗

悦
が

主

張

す
る

如
く
彼
等
の

生

涯
、

或
い

は

正

信

念
仏

者
と

な
っ

て

以

降
の

言

動
が

詳
細
に

伝
え

ら

れ
る

人
々

で

あ
り

、

つ

ぎ
に

検
討

す
る

仰
誓

撰

『

妙
好
人

伝
』

［

二

巻
本
］

に

掲
載
さ

れ

て

い

る

妙
好
人

達
と

は
そ
の

言
動
の

面
で

大
き
な
相
違
が

見
ら

れ

る
。

三

　
仰
誓
の

採
録
し
た

妙
好
人
の

言
動

　
仰
誓
撰

『

妙
好
人
伝
』

［

二

巻

本
］

の

第
一

（

即
ち

『

親
聞
妙
好
人
伝
』

に

相
当

す
る
〉

に

は

十
人

の

妙
好
人
の

伝
記
が

、

第
二

に

は

二

十
六

人

（

但
し

第
六

話
は

標
目
の

み
で

あ
り、

実
際
に

は
二

＋

五
人）

の

伝
記
が

収
載

さ

れ

て

い

る
。

但
し

、

本
稿
で

は

『

妙
好
人
伝
』

第
一

所
載
の

十

人

の

み

に

言
及
す
る

。

寡
黙
な
る

妙
好
人
（
龍
　
口）

『

妙
好
人
伝
』

第
一

第
一

話

　
播
州
冶

郎
右
衛
門

　

経
済
的

に

至
っ

て

貧
し
い

冶
郎
右
衛
門
と

富
裕
な

菱
屋
了
玄
と

は
信

仰
上

の

無
二

の

朋
友
で

あ
る

。

或
る

日

菱
屋
了
玄
は

冶
郎
右
衛
門
が
病

に

倒
れ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

訝

り
、

見

舞
い

に

彼
の

家
を

訪
ね

る
。

菱
屋
了

玄
は

冶
郎
右
衛
門
の

貧
困
な
生

活
を

哀

れ

み

金

子
を

与
え

よ

う
と
す
る

。

此
の

行
為
に

対
し
冶
郎
右
衛
門
は

固
く

拒
否
す
る

の

み

な
ら

ず
、

「

貧
富
苦

楽
ハ

前

世
ノ

業

因
ヨ

リ

ア

ラ
ハ

ル

・

ユ

へ

、

貴
方

ノ

如
ク

富
裕
ナ
ル

モ

前
世

業
也

。

我
コ

ト

ク

貧

賤
ナ
ル

モ

宿
業
」

で

あ
っ

て
、

貴
方
が

私
を

救
わ

ん

と

す
る
の

は

「

因

果
ノ

理
ヲ

ワ

キ
マ

へ

　
　
　
　
　
　
　
（

3）

玉
ハ

ヌ

ト

云
モ

ノ

也
。

」

と

怒

り
、

今
日

よ

り
絶
交
す
る

と

言

う
。

菱

屋
了
玄

は

己
の

非
を
認
め

謝
る

の

で

あ
る

。

　
こ

こ

で

の

両

人
の

口

論
は

、

こ

の

場
一

回
限
り
の

も

の

で

あ
り

、

周

囲
の

人
々

に

語
り
継
が
れ
る

性
格
の

も
の

で

は

な
い

。

第
二

話

　
河

内
利
右
衛
門
女
阿
霜

　

善
立

寺
門

徒
の

利
右
衛
門
の

娘
阿
霜
は
八

歳
で

あ

る

が
、

常
に

寺
へ

参
詣
し
、

念
仏
を
歓
ぶ

小
児
で

あ
っ

た
。

こ

の

少
女
は

寺
院
の

賽
銭
を

盗
み

菓
子

を
買
っ

た
。

こ

の

行
為
は

堕
地

獄
の

罪
業
で

あ
り

、

い

か

が

懺
悔

す
べ

き
か

を

住

僧
に

質
問

す
る

。

住
僧
の

教

え
に

阿

霜
は

涕
泣

し
、

歓
喜
し

、

い

よ
い

よ

仏
恩
を

仰
ぎ
朝
夕
の

参
詣
を

怠
ら
な
か
っ

た
。

ま
た

地
震
が

あ
っ

た

時
、

家
族
の

者
は

皆
門
外
へ

走
り

出
た

が
、

阿
霜

の

み

は

内
仏
に

灯
明
を

か

か

げ
て

念
仏
し
て

い

た
。

家
族
の

者
が

そ
の

九

一 561一
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寡
黙
な
る

妙
好
人

（
龍
　
口）

こ

と

を

不
審
に

思
い

問
い

質
す
と

、

「

定
業
ナ

ラ
ハ

ウ

チ

ツ

フ

サ
レ

テ

死
セ

ン

モ

ハ

カ

リ

カ

タ

シ
。

免
テ
モ

死
ヌ
ヘ

キ

ナ

ラ
バ

、

門
外
ニ

テ

死

セ

ン

ヨ

リ
、

仏
前
ニ

テ

称
名
モ

ロ

ト
モ

終
リ

ナ
ン

ト

オ
モ

フ

バ

カ

リ
ニ

　

　
　
　

　
　

（
4）

テ

仏
前
二

居
リ
シ

也
」

と

答
え
て
い

る
。

　

前
者
は

住
僧
へ

の

阿
霜
の

質
問
で

あ
り

、

後

者
も

家
族
の

質
問
に

対

す
る

阿
霜

の

答
で

あ
っ

て
、

一

般
に

広

く
語
っ

て

い

る

言

葉
で

は

な

い
。

但
し

阿
霜
は

人
々

に

念
仏
を
称
え
る

こ

と

を

勧
め

て

い

る

が
、

勧

め

る

相
手
は

使
用

人

達
で

あ
っ

て
、

そ
の

範
囲
は

限

ら

れ

て

い

る
。

第
三

話
　
和
州
清
九

郎

　

清
九

郎
に
つ

い

て

の

記
載
は

分
量
も
特
別
多
く

、

多
数
の

物
語
が

述

べ

ら

れ

て

い

る
。

仰

誓
は
二

十
九

歳
の

時、

同
行
を
連
れ
て

古
野

郡
鉾

立
村
の

清
九

郎
を
訪
ね

て

い

る
。

近
隣
の

「

同
行
ノ

物
語
ニ

テ

コ

ノ

男

ノ

コ

ト
ヲ

キ

ク

ニ
、

事
々

宗
致
ニ

カ

ナ
フ

コ

ト

ノ

ミ

也
。

其
品
多
ケ

レ

ハ
、

ナ
カ

く
筆
ニ

ツ

ク

シ

カ

タ

シ
。

タ
・

一

ニ

ヲ

後
ニ

カ

キ

付
オ

キ

（
5

）

ヌ
。

」

と

あ

る
。

清
九

郎
は

篤
信
者
と

し
て

す
で

に

周
辺
に

広

く
知
ら

れ

て

い

た
。

　

清
九
郎
の

言
動
は

周

囲
の

人
々

に
よ

く
知
ら

れ
、

清
九

郎
自
身
も
念

仏
の

教
え
の

味
わ

い

を

し

ば

し

ば

語
っ

て

い

る
。

第
四

話

　
当
国
六

兵
衛

　

六

兵
衛
は

常
に

「

称

名
ス

ル

バ

カ

リ
」

の

者
で

、

「

寛
延
元
年
ノ

冬
、

師
ノ

僧
ノ

剃
刀
ヲ

ウ

ケ
、

落

髪
シ
、

自
ラ

コ

ノ

ミ

テ

教
信
ト

法
名
」

し

た
。

と
こ

ろ

で

真
言

律
の

万

福

寺
の

比

丘

が

彼
に

五

戒

を
持
つ

よ

う

一

〇

度
々

に

勧
め

る

の

で

あ
る

が
、

六

兵
衛
は

「

我
ハ

愚
痴
ノ

身
ナ

レ

ト

モ
、

弥
陀
ノ

本
願
ニ

ョ

リ
、

念
仏
シ

テ

浄
土
二

往
生
ス

ル

也
。

（

中
略）

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
6

）

（

持

戒
の

功

徳
を
）

カ

サ

ネ
テ

ス

・

メ

玉

フ

ナ
」

と

答
え
て

い

る
。

そ

し

て

こ

の

こ

と

を
彼
自
身
仰
誓
へ

も
語
っ

て

い

る
。

ま

た

臨
終
近
き
亠

ハ

兵

衛
の

称
名
念
仏
を

歓
ぶ

逸
話
が

、

常
蓮
寺
住
僧
の

話
と

し
て

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　

六

兵

衛
が

自
分
の

信

仰
を

語
っ

て

い

る

の

は

住
僧
に

対
し

て

で

あ

り、

家
庭
内
に

於
い

て

で

あ
っ

て
、

広
く
周
囲
の

人
々

に

対
し
て

で

は

な
い

。

第
五

話
　
但
州
六

左

衛
門

児

　

六

左

衛
門
一

家
は

日

蓮
宗
の

徒
で

あ
り

、

彼
の

子

供
の

乳
母
は

浄
土

真
宗
の

門
徒
で

あ
っ

た
。

乳
母

は

常
に

念
仏
を

歓
び

、

そ
の

影
響
で

三

歳
の

小

児
も

念
仏
を
口

に

す
る

よ

う
に

な
る

。

そ
の

こ

と

を
父

母
は

快

く
思
っ

て

は
い

な
か
っ

た
。

そ
こ

で

乳
母
は

元

旦

に

は

念
仏
し

な
い

よ

う
小

児
に

注
意

す
る

。

と

こ

ろ

が

元
日

の

朝
家

族
の

前
で
一

首
の

歌

「

カ

リ

ノ

世
二

露
ノ

命
ヲ

イ
ハ

フ

ト
テ

ケ

サ
ハ

ト

ナ
ヘ

ヌ

弥

陀
ノ

名

号
」

を

詠
む

。

家
族
は

「

ワ

ツ

カ

四

歳
ノ

小
児
」

が

歌
を

詠
ん
だ

事
に

　

　
　

　

　
　

　

　
（
7
）

「

奇

異
ノ

オ
モ

ヒ

ヲ

ナ

シ
」

、

宗
門

を
改
め
一

家

各
々

真
宗
に

帰

依
し

た
。

　

四

歳
の

小
児
が

歌
を

詠
ん

だ
の

は

乳
母
を
含
め

た

家
族
の

中
に

於
い

て

で

あ
っ

た
。

第
六

話
　
和
州
辰
三

郎
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辰
三

郎
は

十
四

歳
の

童

子
で

あ
っ

て
、

「

弥
陀
ノ

本
願
ヲ

信
シ

称
名

念
仏
タ

ユ

ル

コ

ト
」

が

な

か
っ

た
。

と

こ

ろ

が

病
床
に

臥
す
身
と

な
り

、

恢
復
の

見
込
も
な
く
な
っ

た
。

辰
三

郎
は

剃
髪
し

「

入
道
ノ

ス

カ

タ

ト

ナ

シ

玉
」

へ

と

昼

夜
念
願
す
る

の

で

親
は

そ

れ

を
を
許
し

、

手
次
の

寺

僧
に

依
頼
し

て

剃
髪
さ

せ

る
。

と

こ

ろ

が

或
る

夜
辰
三

郎
の

夢
に

「

貴

キ
老

僧
来
リ

、

道

誓
々

々

ト

呼
玉
」

う
の

で
、

こ

れ

が

自
分
の

法
名
だ

と

気
付

く
。

老
い

た

る

父

母
に

先
立
つ

不
孝
が

心
懸
か

り
で

あ
る

こ

と

を

語
る

。

老

僧
は

歌
で

も
っ

て

「

今
ク

ル

モ

ワ
カ

レ

ハ

同
シ

道
シ
バ

ノ
」

と

告
げ
る

の

に

応
え
て

辰
三

郎
は

「

誓
ノ

舟
ニ

ノ

ル

ソ

ウ

レ

シ

キ
」

と

そ

え
、

老
僧
は

ま
た
「

ヨ

ム

人
モ

ヨ

マ

ス

ル

人
モ

大
悲
ヨ

リ

ト

リ

モ

ナ

ホ

サ
ス

機
法
一

体
」

と
つ

げ
て

い

る
。

更
に

ド

ウ
セ

イ
（
道
誓
）

の

「

セ

イ
」

の

字
は

「

誓
」

な

の

か

「

清
」

な
の

か

の

質
問
に

老
僧
は

「

チ
カ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
8）

ヒ

シ

モ

キ
ヨ

キ
モ

同
シ

コ

・

ロ

カ

ラ

六

字
ノ

外
二

名
コ

ソ

ア

ル

マ

シ
」

と

答
え
て

い

る
。

そ
こ

で

辰
三

郎
は

夢
か

ら

醒
め

、

や

が
て

病
死
す
る

の

で

あ
る

。

　

老
僧
と

辰
三

郎
の

遣
り
取
り
は

、

た

だ

辰
三

郎
の

夢
の

中
の

み

の

出

来
事
で

あ
る

。

第
七

話

　
江
州
次
郎
右
衛
門

　

馬
子
の

次
郎
右
衛
門
は

「

フ

カ

ク

本
願
ヲ

信
シ

テ

行
住
座

臥
、

称
名

相
続
」

す
る

者
で

あ
っ

た
。

或
る

日

長
州
の

侍
毛
利
監

物
が

彼
の

引
く

馬
に

乗
る

。

馬
を

引
き

な

が

ら

称
名
念
仏
す
る

次
郎
右
衛
門

を
監
物
は

怒

り
「

イ
マ

く
シ

キ

念
仏
ヲ

申
ス

ヘ

カ

ラ
ス

ト

イ
ヘ

ハ
、

オ

ト
ロ

キ

寡
黙
な
る

妙
好
人

（

龍
　
口

）

テ

ト
・

マ

リ

ケ
レ

ト
モ

、

二

三

町
ユ

ク

ホ

ト
ニ

、

又
ワ

ス

レ

テ

称
名
ス

レ

ハ
、

又

大
ニ

コ

レ

ヲ

呵
ル

。

」

と
い

っ

た

こ

と
を

繰
り
返
し

、

遂
に

監

物
は

首
を

刎
ね
ん

と

し
て

刀

を
振
り
上

げ
る

も
次
郎
右
衛
門
は

「

ナ

ホ

ス

コ

シ

モ

驚
カ

ス
、

首
ヲ

サ

シ

ノ

ヘ

テ

念

仏
シ

居
ケ
ル
」

状
態
で

あ
っ

た
。

実
は

監

物
自

身
代
々

真
宗
の

教
え
を

受
け
る

門

徒
で

あ
り

、

次

郎
右
衛
門
の

そ

の

態
度
に

「

ア
・

至

心

信
楽
忘
レ

己
ト

ハ
、

実
二

御

　
　

　

　（
9

）

身
ノ

コ

ト

也
。

」

と

驚
歎
し

、

そ
れ

よ

り
生

涯
同
行
の

交
わ

り
を

深
く

し

た
の

で

あ
る

。

　
こ

の

逸

話
は

次
郎
右
衛
門
と
監

物
の

二

人

の

み

の

言
動
で

あ

る
。

第
八

話
　
勢
州
治
左

衛
門

父

子

　

治
左
衛
門
の

家
は

代
々

高
田

派
の

門
徒
で

あ
っ

た

が
、

彼
は

「

神
道

ヲ

好
テ

深
ク

仏
法
ヲ

忌
嫌
」

う
有
様
で

あ
っ

た
。

嫡
子
市
十

郎
は

「

幼

少
ナ

レ

ト

モ

深

ク

仏

法
二

帰
シ

テ
、

ツ

ネ
ニ

念
仏

ヲ

コ

タ

リ

ナ

ク
」

、

時
々

父
親
に

念
仏

を

勧
め

る
の

で

あ
っ

た

が
、

父

親
は

全
く
聞
き
入
れ

よ

う
と

は

し

な
か
っ

た
。

　
と
こ

ろ

で

市
十
郎
の

死
を

契
機
に
一

族
の

強
い

勧
め

に
よ

り
治
左

衛

門
は

剃
髪
し
、

教
随
と
い

う
法
名
を

授
か

り
、

そ
の

結
果
念
仏

門

に

帰

入

し

た
。

彼
の

詠
め

る

歌
と

し

て
、

「

フ

ル

里
ヘ

カ
ヘ

ル

ヤ

法
ノ

旅
衣

錦
ニ

マ

サ
ル

麻
ノ

墨

ソ

メ
」

と

「

教
ア

ル

世
ノ

バ

カ

ナ

サ

ヤ

思
ヒ

子
ノ

　
　

　

　
　

　

　
（
10
）

先
タ

ツ

法
ノ

道
二

随

フ
」

が

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　

治
左
衛
門
の

言
動
の

範
囲

、

ま
た

か

れ

の

歌
を

聞
い

た
で

あ
ろ

う
者

は

家
族

、

一

族
そ

し

て

信

光
寺
の

住
持

等
と

限

ら

れ

た

人
々

で

あ
つ
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寡
黙
な
る

妙
好
人

（

龍
　
口
）

た
。

第
九
話

　
常

州

忠
左
衛
門

　

忠
左

衛
門

は

「

禅
宗
ノ

流
ヲ

汲
モ

ノ

ナ

リ
シ

カ
、

壮
年
ノ

コ

ロ
、

愛

妻
ニ

オ

ク
レ

、

フ

カ

ク

世
ノ

無
常
ヲ

知
テ

後
世
ノ

志
」

が

切
で

あ
っ

た
。

宗
教
を

求
め

禅
宗
か
ら

神
道
へ

、

又
禅
宗

、

真
言

、

天

台

宗
、

更

に

法
華
宗
へ

と

遍
歴

す
る

も
、

何
れ
に

も
満
足
せ

ず
に

六

十

歳

を

過
ぎ

た
。

や

が

て

後
妻
を
娶
る

。

妻
が

窃
か

に

礼
拝
し

て

い

る

本
尊
が

阿

弥

陀
仏
で

あ
る

こ

と

を

知
る

。

最
後
に
は

浄
土

真
宗
へ

帰
依
す
る

の

で

あ

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

タ
イ

る

が
、

忠
左

衛
門
は

妻
に

そ
の

理

由
を

聞
き
質
す
と

「

ワ

レ
ハ

代
々

本

願

寺
ノ

御
流
ヲ

汲
モ

ノ

也
。

カ
・

ル

罪

悪
ノ

身
力

、

弥
陀
ノ

本
願
ニ

タ

ス

ケ

ラ
レ

マ

イ

ラ

ス

ル

コ

ト
ノ

ア

リ

カ

タ

サ
ニ

、

シ

ノ

ヒ

く
二

御
礼

ヲ

申
也
」

と

答
え

る

の

で

あ
る

が
、

忠

左

衛
門

は
一

笑
に

付
す

。

妻
は

夫
に

他
力
念
仏
の

教
え
を
『

御
文
章
」

を

中
心
に

説
き

、

夫
に

『

御
文

章
』

を

与
え
る

。

忠
左
衛
門

は

拝
読
を

重

ね
、

「

他
力
信
心
ヲ

領
納
シ

、

鳥
ノ

巣
ノ

無
量

寿

寺
ノ

門

徒
ト

ナ

リ
、

後
二

祝
髪
シ

テ
、

法

名
ヲ

浄

（
11
）

閑
」

と

言
っ

た

の

で

あ
る

。

　
『

御
文
章
』

を

拝

読
し

、

他

力
の

教
え
を

語
り

、

相
手
が

正

信
念
仏

者
に

な
る

と
い

う
こ

の

逸
話
は

夫
婦
間
の

こ

と

で

あ
る

。

第
十
話
　
京
都
七

郎
右
衛
門

　

七

郎
右
衛
門
は

入
道
し

て

法
名
を
自
休
と

言
う
が

、

彼
は

大
谷
の

報

恩
講
に

参
り

、

茶
所
で

休
息

中
に

急
死
す
る

。

と
こ

ろ

で

自
休
の

弟
の

住
ま
い

は

醍
醐
の

里
に

在
っ

た
が

、

そ
こ

へ

自
休
が

訪
ね

来
た

り、

庭

一

二

に
立
っ

た

ま

ま

で

「

開
山
ノ

御
召
ニ

ヨ

リ

テ

参
ル

也
跡
ノ

孫
子
ニ

コ

・

　
　

　

（
12
）

ロ

エ

テ

タ
ベ

」

と
い

う
歌
を

詠
ん

で

す

ぐ

に

帰
っ

た
、

と
い

う
不
思
議

な
こ

と

で

あ
っ

た
。

　
こ

の

逸
話
の

中
の

自
休
の

歌
は

、

た

だ

弟
の

み

を

相
手
に

詠
ん
だ

も

の

で

あ
る

。

　
以

上
十
人
の

妙
好
人
の

中
、

第
三

話

　
和
州
清
九

郎
の

物
語
は

例

外

と
し

て
、

彼
等
の

多
く
は

周
囲
の

人
々

か

ら

注
目
さ

れ

る

よ

う
な

人

物

で

は

な
い

。

念
仏
の

教
え
の

領
解
を

非
常
に

歓
ん

で

は
い

る

が
、

そ

れ

を

表
現
す
る

場
は

家
庭
内

、

ま
た
は

ご

く
親
密
な
関
係
に

あ
る

人
々

と

の

問
に

限
ら

れ

て
い

る
。

或
い

は

縁
の

あ

る

寺
の

住
職
と

の

問
の

会

話、

質
問
等
で

あ
る

。

こ

の

観
点
か
ら

言
え
ば

、

彼
等
は
概
し
て

寡
黙

で

あ

る
。

そ

し
て

彼
等
が

発
言
し
て

い

る

の

は

他
力
念
仏
の

教
え
を

領

解
す
る

に

至
る

過
程
で

の

発
言
で

あ

り
、

領
解
の

味
わ
い

を
端
的
に

含

む

発
言
で

あ
る

。

む

す
び

　
仰
誓
撰

『

妙
好
人
伝
』

第
一

に

叙
述
さ
れ

て

い

る

妙
好
人
の

多
数
が

寡
黙
で

あ
る
と
い

う
こ

と
を
指
摘
し

た
が

、

こ

の

こ

と

は

仰

誓
が

叙
述

し

た

各
逸
話
の

中
に

お
い

て

言
え
る
こ

と

で

あ
っ

て
、

実
際
に

彼
等
自

身
が

寡
黙
で

あ
っ

た

か

否
か

と

は

別
の

問
題
で

あ
る

。

撰
者
仰
誓
の

立

場
と

し

て

は
、

或
る

念
仏

者
に

関
し

て

た
と

え

多
く
の

逸

話
が

入
手
出

来
た

と

し

て

も
、

そ

れ

等
全
て

を

叙
述

す
る

必
要

性
を

感
じ

な
か
っ

た
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の

で

あ
ろ

う
。

こ

こ

に

は

何
の

目
的
で

「

妙
好
人
伝
」

を

編

纂
し

た
の

か
と

い

う
仰

誓
の

姿

勢
が

窺
え
る
の

で

あ
る

。

　

同
様
に

妙
好
人

を

取
り
上

げ
て
い

る

近

年
の

「

妙
好
人
伝
」

或
い

は

そ
れ
に

類
す
る

も
の

の

著
者

、

編
者
そ

れ

ぞ

れ

に

妙
好
人
観
乃

至
は

妙

好
人
の

定
義
が
あ
り

、

目
的
が

あ
る
こ

と

を
考
慮
し

な

け
れ

ば

な
ら
ぬ

。

　

念
仏
の

教
え
を
歓
ぶ

言
語

表
現
曲
豆

か

な
人
の

み

が

妙
好
人
な
の

で

は

あ
る

ま
い

。

念
仏
の

教
え
は
木
訥
な
る

人
を
も
簡
ば
な
い

の

で

あ
る

。

〈
キ
ー

ワ

ー
ド

V

　
『

妙
好
人

伝
』

［
二

巻
本
］

、

仰
誓、

寡
黙
な
る

妙
好
人

　

（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）
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1
　
龍
口

明
生

「

仰
誓
の

妙
好
人

観
」

（

『

仏
教
史
研
究』

第
十
四

号、

昭

和

　
五

十

五

年）

及
び

龍
口

明
生

「

『

妙
好
人

伝
』

と

そ
の

周

縁
」

（

『

印
度
学

　

仏
教
学
研

究
』

第
五

十
六
巻

第
一

号
、

平

成
十

九
年）

参
照

。

2
　
寿
岳
文

章
編
「

柳
宗
悦
妙
好
人

論
集
』

（

岩
波
文
庫

、

一

九

九
一

年
）

　
一
．

九

五

〜
一

五
亠

ハ

頁
。

3
　
『

大
系
真
宗
史
料
』

伝
記
編
8

『

妙
好
人

伝
』

（
法
蔵
館、

二

〇
〇

九

年）

　
三

三

頁
。

121110987654

前
掲
書

、

前
掲
書

、

前
掲
書

、

前
掲
書

、

前
掲
書

、

前
掲
書

、

前
掲
書

、

前
掲
書

、

前
掲
書

、

三

六

頁
。

三

八

頁
。

四

五

頁
。

四

七
頁

。

四

九
頁

。

五

〇

頁
。

五
一

頁
。

五

四

頁
。

五

四

頁
。

寡
黙

な
る

妙
好
人
（

龍
　
口
）

一

三
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